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親子遊び系プログラム紹介  
 

 

      

 

ワクワク!! ドキドキ!! (パフォーマンス) 
 

オープニング 
◆舟山太鼓童組による太鼓演奏 

◆一輪車芸  

城山児童センターこどもたち 

◆絵本と民族楽器のコラボレーション  

ＮＰＯ法人ほのぼの＆村田初枝 

◆ストリートダンス bee ダンススタジオ 

 幼児～若者～成人まで、みんなダンスのリズムにのって 

踊ろうよ!! 

◆飛騨の民話語り いろりばた 

◆音楽ライブ コラソンアスル 

ノリノリの音楽をご堪能あれ 

◆大道芸 桜子 
 日本アマチャンピオンのジャグリングのお姉さん 

◆ゴスペル ＨＥＬＬＯ ＧＯＳＰＥＬ 

エンディング★閉会セレモニー 

◆音楽ライブ さいばいず 

子育て賛歌 音楽を通してひとつになろう 

｢冬のあったか縁日｣最後は、“さいばいず”ライブで 

盛り上がろう。あったか縁日で出会えた喜びを明日への力 

として共有しよう！！ 

おしゃべりな手 かしこい身体(あそび)  
▲あそび広場 公立保育園保育士 

手遊びいっぱい！！ 市民ロビーはさながら保育園状態 

ワ～イワ～イみんな一緒にあそぼうよ♪ 

▲クラフト製作体験 木の香 

“クリスマスツリーをかざろう” 
ウットバーニングにグラスアートを親子で体験。 

作品は展示後、後日プレゼント！！ 

9 日 15 組、10 日 35 組限定のためお早めに。 

▲移動児童センター 高山市社会福祉協議会 
児童センターが、冬のあったか縁日会場にやってきました。 

▲ダンボール迷路  
商店街の納涼縁日でおなじみ(^O^) 屋内迷路初登場！！ 

箱集め、運搬、製作とたくさんの手と手を合わせ 

出来上がる子どもの館。 

メッセージは贈り物(展示)   
 

▼子育てネットワーク集まれ  

子育て支援団体紹介コーナー 

▼フルーツバスケットにようこそ 

活動展示＆障がい児相談＆お休み処 

▼手づくり絵本＆子どもまちづくりコンクール作品展 

手づくり絵本展＆10年を迎えた子どもまちづくりコンクール 

の過去の主な入賞作品展示 
 

庁舎に凧が舞う▼凧凧あがれ 

 棚田に舞うはずだった凧、市役所で舞う（雨で大会中止残念） 

おたのしみ劇場(シアター)  
●人形劇｢おたまじゃくしの 101 ちゃん｣ 

人形劇団ルンルン□券  

公立保育園有志で結成している人形劇団 

●演奏付紙芝居｢葉っぱのフレディ～いのちの旅～｣□券  
あんきや提供、 葉っぱのフレディを愛する仲間たち 

荒家望さんのオリジナルキャラクターでリメイクされた 

飛騨版葉っぱのフレディ。 

フルート奏者平川恭子さんをはじめ、冬のあったか縁日の 

ために集まったメンバーによる心地よい調べとともに 

お送りするきらめくいのちの物語 

●演劇｢かんぺちゃん がっこうへいく｣ 

劇団くるりんぱ□券  

子どもたちに生の芝居を気軽に楽しんでもらおうと 

結成された劇団も 10 年目を迎えました。 

今回のテーマは“食育”です。 

●パネルシアター＆読み聞かせ｢おはなし玉手箱｣□券  
主宰：がむしゃらあおむし＆おはなしネットことだま 

＆飛騨高山高校合同（初のお披露目） 

絵本を通して子育てサークルと高校生のコラボレーションが 

実現。パネルシアター、ブラックシアターをはじめ、 

絵本の読み聞かせが１日中楽しめます。 

「冬のあったか縁日」  
    やりたいことひとつ増やそう  大切なことみんなで伝えよう  

～出会い つながり きづき～ 
【日  時】１日目 平成１８年１２月 ９日（土）午後 １時～午後５時 

       ２日目 平成１８年１２月１０日（日）午前１０時～午後４時 

【会  場】高山市役所市民ホール、市民ロビー、各会議室その他       □券 は入場整理券が必要です 

 



★★ネットボイス★★ 子育てサークルなどによる各地域のホットな情報･･･あっちもこっちもいってみよう 

こころんネット各支所の「乳幼児学級」、「つどいの広場」の情報がホームページで確認できます！！ 

 

 

 

 

 

       

     １２月の各地からの話題や、「あったか縁日」の情報も公開中！！ 

               

                     「ぼくは、どこからうまれたの？？」 

★命の大切さを知る★       「わたしは、どうやっておかあさんのお腹に入ったの？？」 

 

        この世に生をうけた“たった一つの大事な宝物”「命の大切さ」について、また、 

子どもが抱く「性への疑問」を助産士さんから専門分野で学ぶ勉強会が、１１月１１日（土）

に子育て支援センターの主催で行われ、幼保育園年長児の親子が、日常の中では、          

なかなか面と向かって触れにくい話題を、ストレートでリアルな表現でありながら、小学

校入学前の時期、この年代の子どもの心に素直に届く形で教えて頂きました。 

子どもたちは、等身大の新生児の人形を抱っこさせてもらったり、服を着ている人形が「男

の子」か？「女の子」か？を考えてみたり、赤ちゃんがどうやってお母さんのお腹に入っ

て、どうやって出てくるのか？という、この日の最大ポイントである説明を聞き、 

最後に「うまれてきてくれてありがとう」の紙芝居を見終わったみんなは、とても嬉しい表情で時を過ごしました。 

母親である私達は、そのストレートな説明に「目からウロコ」の連続で、ドキドキしながら我が子の反応を気にして

いたのですが、大事な事だから正確に教える。日本人は、「性」に関してマイナスな 

イメージでとらえていて、公共の明るい場での話題には避けてきた傾向があるけれど、 

本当の性教育とは、何気ない日常の話題の中で、家族が茶の間で「命の大切さ」を語る 

ところから始まる事を改めて感じました。自分がこの世に生まれた事実をちゃんと知り、 

守らなければならないルールがある事を知る。それが、自分も他人も大切に出来る人に 

なる為の第一歩なのです。私は、家に帰ってすぐに、「ぼく」が生まれた時の写真 

（手術室で取り出された瞬間を看護士さんが撮ってくれた記録写真）を見せました。 

その時「ぼく」は、今までにないような、嬉しさで潤んだ瞳と表情をして「かわいい～」とかすかな声。 

そんな姿に、私も「無事に生まれてきてくれてありがとう」と涙ぐみ、抱きしめずにはいられませんでした。 

                 （レポーター 出産の日を思い出す母 H＆初めての話題に感激の「ぼく」S） 

 

 

         

        

         

ひろ～いたかやま いったりきたり 

 「こころんネット１・２の３」交流事業 

 

 

 

子ども夢育て募金 
 ９月１３日から始まった「子ども夢育て募金」。 

現在、各支所にも募金箱の設置と製作を依頼し、地域内

での子育てイベント等で、広く協力を呼びかけています。                 

          また、設置箇所として提供して下

さる場も合わせてお願いしており

ます。どうぞ、ご協力下さいませ。

只今までに、「かんかこかん」の 

募金箱に￥１４，２７４の募金と、 

絵本（新品）４種２２冊と子育て

の小冊子の寄付がありました。 

あたたかいご協力ありがとうご

ざいます。 

 

 

 

 

 

 

 

◎高山市役所のホームページ（http://www.hida.jp/）から行政情報を選択。 

   市の組織→福祉保健部→子育て支援課→子育てに関する情報→子育てイベント最新情報                        

       こちらで、子育てイベントカレンダーが見られます。各支所のつどいの広場、 

      子育てサークルの予定などが確認できます。地域を越えての仲間づくりを応援しています。 

             

     

 

 

 

高山市内の子育てサークル、地域を越えて、 

それぞれの活動に、誰でも自由に参加できる交流会企画 
 

１１月中に、９つのサークルで企画が実施されました。 

普段の自分たちのお楽しみの中で、新しい出会いやつながりが 

できるなら・・・他のサークルの仲間とも交流してみよう！！ 

という思いの交流事業。詳しくは、追って取材・掲載の予定。 

まだまだ、２月まで企画が待っています。 

日程と好奇心がマッチしたら、寒さや雪に負けず GO！！ 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

親子体験レポート 

どっちも男の子だよ 

髪の毛もリボンないし。 

同じにみえるもん・・・ 

 

 

  

かわいい 

赤ちゃん 

 


